
記者発表資料

令 和 ２ 年 ６ 月 ４ 日
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＜問い合わせ先＞

北上川５大ダムの「事前放流」を始めます
～ 水害対策に使える容量が１４％増加！ ～

　近年の水害の激甚化等を踏まえ、ダムによる洪水調節機能の早期強化を図
るため、岩手県内の北上川水系にあるダムの関係機関（河川・ダム管理者と関
係利水者）と令和２年５月２９日に「治水協定」を締結したところです。
　北上川上流の２９ダムのうち、北上川ダム統合管理事務所が管理する四十四
田ダム、御所ダム、田瀬ダム、湯田ダム、胆沢ダムについては、関係利水者か
らのご理解をいただき、事前放流を実施するための具体的な基準等を規定した
実施要領を新たに策定しました。
　今後、洪水の発生が予測された場合、実施要領に基づき必要に応じて事前放
流を実施し、これまで以上に洪水を貯めることができる容量の確保を図ります。

≪発表記者会：岩手県政記者クラブ≫

　◇事前放流により増加する洪水調節可能容量：

　　　　５ダム合計で約２億９千万m
3
の洪水調節容量を有していますが、事前放流により

　　　　水害対策に使える容量は約３億３千万m
3
に増加（約１４％増、東京ドーム３３個分）

　　　　します。　（詳細は別紙のとおり）

　◇事前放流の実施を判断する基準：
　　　　各ダム流域の予測降雨量が、ダム毎に定めた基準降雨量以上であるとき。
　　　　　※基準降雨量とは、ダム下流河川で氾濫等の被害が生じるおそれのある降雨量などから設定した値。

　（参考）関連資料
　　○ 東北地方整備局記者発表　『既存ダムの洪水調節機能強化に向け「治水協定」を締結』
　　　　http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/kisya/kisyah/images/81174_1.pdf

　〔事前放流に関して〕　国土交通省　東北地方整備局　北上川ダム統合管理事務所
　　〒020-0123　盛岡市下厨川字四十四田１番地
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別紙
■事前放流とは

大規模な洪水が予測される場合、ダムの利水に使用する容量に貯留している水を事前に放流し、
水位を下げる操作。

■事前放流により増加する洪水調節可能容量

ダム名
洪水調節容量
（万m3）

事前放流により
増加する

洪水調節可能
容量
（万m3）

増加後の
容量
（万m3）

増加率
（％）

四十四田ダム ３，３９０ １０９ ３，４９９ ３．２

御 所 ダム ４，０００ ４６３ ４，４６３ １１．６

田 瀬 ダム ８，４５０ １，７３３ １０，１８３ ２０．５

湯 田 ダム ７，７８１ １，４００ ９，１８１ １８．０

胆 沢 ダム ５，１００ ４４１ ５，５４１ ８．６

５ダム合計 ２８，７２１ ４，１４６ ３２，８６７ １４．４

■事前放流の実施を判断する基準

降雨予測から以下の２つの基準により、実施判断を３日前から行います。

①８４時間降雨予測のうち、最大１２時間（もしくは６時間）総雨量が基準以上であるとき。

②４８時間降雨予測において、４８時間連続総雨量が基準以上であるとき。

※実際の放流量は、予測降雨量等の状況により異なります。

※

※四十四田ダムについてはダム再生事業を実施中であり、整備後には洪水調節容量がさらに増えます。

利水容量の一部

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量の一部をあらかじめ
低下させることで、水害対策に
使える容量を増やします


